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本日の内容

1.    Mozilla のビジョン

2.    ブラウザを取り巻くWebの現状

-ブラウザごとに異なる標準実装

- まだあるブラウザ依存性

3.    Web 標準推進活動

- TouchUpWeb 拡張機能

4.    Firefox の開発者情報

5.    まとめ
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Mozilla とは？

• Web を、誰に対しても開
かれた、共有の財産とし
て守り続けるために活動
している、情熱と才能を
結集したグローバルなコ
ミュニティ

ビジネス

パートナー

スタッフと

ボランティア

エンド

ユーザ

MOZILLA
コミュニティ
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Mozilla Firefox 誕生

• Netscape 社がソースコードをオープンにしてから、約6
年の年月を経て Firefox が誕生

Web Web のために、世界のユーザのためにのために、世界のユーザのために

FirefoxFirefox 22
2006年10月
リリース
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Mozilla:  価値 ビジョン 可能性

• 選択肢のための闘い

– Web は皆の共有の財産として守られるべき

– 誰もが楽しめて、誰にも独占されない世界

• ユーザのことを第一に考えて

– 他のあらゆる課題よりもユーザのオンライン体験を最優
先する

• オープンな革新を受け入れること

– オープンソースの開発手法は、ソフトウェア開発において、
伝統的な企業の手法よりも優れている

– 透明性、責任そして信頼を軸にしたオープンな文化を育
てる
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オープンな革新

• ユニークなアプローチ 未来
– Mozilla のビジネスモデルと開発モデルは、ソフトウェア開

発の最先端を示している

• 熱烈なコミュニティ
– Mozilla のスタッフ、ビジネスパートナー、そしてオープン

ソースコミュニティに世界中から参加している多くのボラン
ティアの集団的な才能を活用

– 日頃から 、オンライン体験の新境地を開拓するために、
熱心に取り組んでいる

• 貢献を最大限に活用
– 問題解決、機会の発見、革新の推進に焦点を当てている、

世界中から集まった多くの鋭い頭脳
– 評価、開発、テストのサイクルを通じて、コミュニティの貢

献を動かす、厳しいプロセス
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まったく異なるアプローチ

ユーザの利益を第一に考える

信頼

オープンソース

一般参加型

透明性

革新的

分散型セキュリティ

企業の利益を第一に考える

疑わしい

プロプラエタリ

階層的

検閲

模倣的

選択的セキュリティ

オープンな革新 企業の開発手法
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Mozilla の優位性

• 世界中から集まる多くの開発者の才能を結集する
ことで、次のようなことが可能になる

– 新機能の素早い拡張と導入

– 潜在的なセキュリティリスクの素早い特定と修正

– ユーザごとの独自のニーズに対応する Firefox

– 40 か国語以上のサポート
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日本での Firefox シェア：8.9 %

• 日本語環境における問題の改善

• 一般ユーザーの広がりに加え、公共機関や教育機
関にも普及

3.6 %3.6 %

8.9 %8.9 %
日

本
の

Fire
fox

 ユ
ーザ

2005年 2006年
出典：Access Media/Impress

調査期間：2006 年 2 月
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2. ブラウザを取り巻くWebの現状
Mozilla Firefox の普及を妨げる要因
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Web の世界で何が？

• Netscape と MS とのブラウザ戦争がもたらした問
題

ブラウザ依存

• Netscape が Mozilla プロジェクトを発足しなければ
どうなっていたか？

• オープンソースプロジェクトでは標準仕様が物つく
りのガイドライン
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オープンスタンダード （標準準拠）

• Mozillaオープンソースプロジェクトはもちろんオー
プンスタンダードな技術が仕様

• Netscape は 6.x 以降（8.x 含む ）はMozillaのコー
ドをベース として使用

Netscape ブラウザ

Mozilla OpenSource Project

Firefox ブラウザ
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オープンスタンダードへの変遷
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ブラウザの構造
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ブラウザの標準

Internet Explorer 3.x

Internet Explorer 5.x

Internet Explorer 4.x

Internet Explorer 6.0

Netscape 2.x

Netscape 3.x

Communicator 4.0 – 4.8

Netscape 6.x

Firefox1.0

Firefox1.5
Firefox2.0

Internet Explorer 7.0

CSS

JavaScript
HTML

XML

DOM 

XHTML

XSLT
etc….Netscape 7.x

Netscape 8.x
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まだ、残っているこんな問題
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Webサイトの現状

• 現在ブラウザ利用者の8割がIEを使用

• ほとんどのサイトがIE ベースに作られている
• HTML, CSS, JavaScriptにおいて非標準なものを含んでいる。(標準化定

着以前のブラウザ）

• CSSの問題で表示が崩れる
• CSS1はある程度サポートしてたが、不完全であり、多くの非標準にない

ものを含んでいた

• 今もまだ使用されるブラウザ独自機能
– LAYER 、ILAYER 、MARQUEE、BLINK、document.layers、

document.all ……..

• 信頼性を必要とするサイトが推奨する古いブラウザ
– オンラインバンキングサイト

– オンラインショッピングサイト
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古い機能は新機能へ

• 多くのサイトで使われている主な古い要素
– LAYER

• DIV

– ILAYER

• IFRAME

– LAYER SRC=, ILAYER SRC=, DIV SRC= 

• IFRAME SRC=

– MARQUEE 
• DIV や SPAN に DOM level 1 利用のJavaScript により時間毎に文字列を表示

させる

– BLINK 

• CSS1 text-decoration:blink

※これは、ほんの一部の問題、詳細は以下のサイトも参照

http://developer.mozilla.org/ja/docs/Web_Standards
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サポートされないDOM機能

• ドキュメントオブジェクトプロパティ (多くは Netscape 4 が起
源) は W3C ドキュメントオブジェクトモデルではサポートされ
ない
– document.layers
– document.tags
– document.ids
– document.classes
– document.elementName
– document.all (IE が起源) 

• 要素プロパティ (Internet Explorer が起源) もW3C ドキュメ
ントオブジェクトモデルではサポートされない。
– element.innerText

– element.innerHTML ( WHATWG が標準化する方向 )

– element.outerText
– element.outerHTML
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DOCTYPEの解釈の違い - 1

Quirks

Standards

Quirks

Standards

Standards

Quirks

Standards

Standards

IE6.0

Standards

Standards

Standards

Standards

Standards

Quirks

Standards

Standards

Firefox

Standards

Standards

Standards

Standards

Standards

Quirks

Standards

Standards

Netscape

6.x/7.x

Standards

<?xml version=“1.0” encoding=“Shift_JIS”?>

<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD XHTML 1.0 
Transitional//EN”

“http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-transitional.dtd”>

Standards

<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD XHTML 1.0 
Transitional//EN”

“http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-transitional.dtd”>
XHTML1.0

Transitional

Standards

<?xml version=“1.0” encoding=“Shift_JIS”?>

<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN”

“http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd”>

Standards
<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD XHTML 1.0 Strict//EN”

“http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-strict.dtd”>
XHTML1.0

Strict

Standards

<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD HTML4.01 
Transitional//EN”

“http://www.w3.org/TR/html4/ loose.dtd”>

Quirks
<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD HTML4.01 
Transitional//EN”>

HTML4.01

Transitional

Standards
<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD HTML4.01//EN”

“http://www.w3.org/TR/html4/strict.dtd”>

Standards<!DOCTYPE HTML PUBLIC “-//W3C//DTD HTML4.01//EN”>

HTML4.01

Strict

IE7
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DOCTYPEの解釈の違い - 2

• 解釈の違いにより、レイアウトが崩れてしまう原因となる

• IE6 と IE7の間で解釈の違いがあることも要チェック！

Quirks

Standards

Quirks

Standards

IE6.0

Standards

Standards

Standards

Standards

Firefox

Standards

Standards

Standards

Standards

Netscape

6.x/7.x

Standards
<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML Basic 1.0//EN" 
"http://www.w3.org/TR/xhtml-basic/xhtml-basic10.dtd">

Standards
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML Basic 1.0//EN" 
"http://www.w3.org/TR/xhtml-basic/xhtml-basic10.dtd">

XHTML 1.1

Basic

Standards
<?xml version="1.0" encoding=" Shift_JIS "?>
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.1//EN" 
"http://www.w3.org/TR/xhtml11/DTD/xhtml11.dtd">

Standards
<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.1//EN" 
"http://www.w3.org/TR/xhtml11/DTD/xhtml11.dtd">

XHTML 1.1

IE7
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Web開発者への情報サイト

• Mozilla Developer Center

– http://developer.mozilla.org/ja/docs/

– http://developer.mozilla.org/ja/docs/Web_Standards

– http://developer.mozilla.org/ja/docs/Web_Development
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3. Web 標準推進活動
- TouchUpWeb 拡張機能
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表示が崩れるサイトへの対処

• ウェブコンテンツの相互運用性を改善するフィル
タリングサーバの開発
－TouchUpWeb拡張機能と修正スクリプトDBサービスの
提供 （三菱総合研究所・アルゴ２１・Mozilla Japan 共
同）

• HTMLやCSS、JavaScript (ECMAスクリプト)など、ウェブコン
テンツを構成する部品には一定の標準仕様が定められてい
が、各ブラウザ実装上の仕様解釈の差により、ウェブブラウ
ザによって以下のような問題が生じている

– 文書のレイアウトが崩れる

– コンテンツの表現が変わってしまう

– リストやボタンの動作が異なる

– システムとして正しく動作しない
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TouchUpWeb プロジェクト

• 本プロジェクトの意義、特徴

– 問題点の指摘に留まらず、改善を提案する

– 問題点をクライアント側で修正

– 修正のための情報をサーバで共有

– クライアントからはワンクリックで簡単に情報を取得でき
る

– 現状では自動的にスクリプトをダウンロードしない仕様
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TouchUpWebシステム概要

Internet

Intranet

①問題のある
コンテンツを提供
しているウェブサーバ

②TouchUpWeb Bugzilla

③TouchUpWebサーバ
（マスタサーバ）

④TouchUpWebサーバ
（スレーブサーバ）

⑤TouchUpWeb拡張機能を
インストールしたクライアントPC



Copyright© 2006 Mozilla Japan  , All Rights Reserved

TouchUpWeb概要

Internet

Intranet

①問題のあるコンテンツ
を、そのままブラウザで表
示できない

②TouchUpWeb拡張機能を起動し、その問題を修正可能なデータ(TouchUp
スクリプト)が登録されているか、サーバへの問合せが行われる。

該当するデータが存在すれば、スクリプトがダウンロードされ、コンテンツの動的
な修正が行われる
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TouchUpWeb DEMO

Internet Explorer だと、折り返して表示される。

Firefoxだと、このようになってしまう。

•ブラウザ依存性問題の例
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TouchUpWebの情報サイト

• スクリプトの登録は、

– Bugzilla for TouchUpWebへ

– http://bugzilla.touchupweb.org/

• ウェブサイト （日本語版および英語版）

– http://www.touchupweb.org/

• その他、開発者向け情報も順次公開

– TouchUpWeb開発者サイト

– http://sf.net/projects/touchupweb/
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3. Firefox 開発者情報
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Firefox 最新情報

• 2004年11月 Firefox1.0リリース

– Gecko 1.7

• 2005年11月 Firefox1.5リリース

– Gecko 1.8

• 2006年10月 Firefox2.0リリース

– Gecko 1.8.1

• 2007年 Firefox3 リリース予定

– Gecko 1.9
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Firefox 最新情報

• 年一回のペースでより進化したWebブラウザを提
供中

• 最新版であるFirefox2のGeckoのバージョンは
1.8.1

– これはMozilla1.0以降でも初の特殊なリリース

– レンダリングエンジンGeckoには原則的に変更がほと
んど無い

– 裏でFirefox3に搭載予定のGecko1.9のために大規模な
作業が進行しているため
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Firefoxの開発サイクル

• 最新版に向けてTrunk(幹)と呼ばれる開発バージョ
ンが常に存在する

• 通常はリリース直前にBranch(枝)が作成され、リ
リース版の開発は大規模な修正を禁止した状況で
進行する
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Firefoxの開発サイクル

• Firefox2はFirefox1.5のために作られたBranch上で
のみ作業が行われた

– つまり、Firefox2はTrunkから派生したものではなく、
Firefox1.5の純粋なバージョンアップ版
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Firefox2開発時の開発者への制約

• Webページの表示結果を変えてはいけない

• 拡張機能や Firefox 本体で利用されているイン
ターフェースの変更を行ってはいけない

• バイナリレベルでの互換性を維持するために内部
で利用されている擬似インターフェースも変更して
はいけない

– こういった制約から、表示に関する大規模な変更は行
われていない
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数字で見るFirefox2の変更点

• bugzilla.mozilla.org で検索してみると

– 表示に関係するかもしれない修正が少なくとも90件

– 60件を超える DOM の修正

– 200件を超える JavaScript エンジンの修正
• JavaScript は JavaScript 1.7にバージョンアップ

• JavaScript のバージョンアップによる仕様変更は構文追加だが、
意図しない副作用が出ている可能性は否定できない
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Firefox2

• Firefox2 では Gecko エンジンの修正量は史上最
少だが、それでも Web コンテンツ作者は修正によ
る影響が存在しないかは確認した方が良い

• 例えば、Firefox2.0 ではアクセスキーが一部効か
ないというバグが見つかっている (2.0.0.1で修正予
定)

• そして、それ以外にも表示には関係しないが、重
要な変更や、うまく利用すれば有用な新機能が追
加されている
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SSL2のサポート停止

• Firefox2ではSSL2がデフォルト設定で無効になった

– SSL3やTLS1.0でも一部のプロトコルが無効になった

• デフォルト設定のまま無効になったプロトコルを利
用しているサイトにアクセスしてもエラーが出て表示
されない

• 無効になったプロトコルは既に脆弱で危険と判断さ
れたもの

– つまり、ユーザに設定変更を促してはいけない

– ちなみにFirefox2では設定ダイアログから手軽に変更は
できなくしている
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SSL2のサポート停止

• SSL2サポート停止は他のブラウザでも進んでいる

– Internet Explorer 7もデフォルト設定では無効

– Opera 9.02もデフォルト設定では無効

– Safariはまだ?
• 2.0.4のデフォルト設定ではアクセス可能

• ユーザにとっては企業の信頼度を測る一つの基準
かもしれない……
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Firefox2のフィードプレビュー

• RSSにブラウザでアクセスした場合に、定型の
フォーマットでRSSを表示させるように仕様が変更
された
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Firefox2のフィードプレビュー

• 従来はXML文書として処理していたのでXSLTによるカ
スタマイズした表示が可能だった

• しかし、XSLT等によるスタイル指定が無いと、ユーザ
にはXMLドキュメントとして表示するだけの不便なもの
だった

• そこで、RSSであれば内蔵しているアプリケーションで
定型出力するようになった

• カスタマイズした表示はできないが、ユーザにとっては
常に同じフォーマットでRSSを表示できるようになった

• ドロップダウンリストから Web サービスや Firefox のラ

イブブックマーク機能を選択して購読できる
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検索バーの検索エンジンの改良

• Firefox2では検索バーにユーザ独自の検索エンジ
ンを追加したり、管理したりする方法が改良された

• MozSearchとOpenSearchという二種類のフォー
マットのXMLファイルで登録可能(従来の形式は内
部で自動的に変換される)

• 一般的には他のアプリケーションでも対応が期待
されるオープンな仕様のOpenSearchを利用すべき

• IE7 も OpenSearch に対応
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OpenSearchのフォーマット

• 内容は簡単なXML

<OpenSearchDescription
xmlns="http://a9.com/-/spec/opensearch/1.1/"
xmlns:moz="http://www.mozilla.org/2006/browser/search/">

<ShortName>engineName</ShortName>
<Description>engineDescription</Description>
<InputEncoding>inputEncoding</InputEncoding>
<Image width="16" height="16">data:image/x-

icon;base64,imageData</Image>
<Url type="text/html" method="method" template="searchURL">

<Param name="paramName1" value="paramName1"/>
...
<Param name="paramNameN" value="paramValueN"/>

</Url>
<Url type="application/x-suggestions+json"

template="suggestionURL"/>
<moz:SearchForm>searchFormURL</moz:SearchForm>

</OpenSearchDescription>
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Webページとの関連づけ

• WebページからこれらのXMLファイルにlink要素でリ
ンクすることでユーザのエンジン追加がより簡単に
できるようになっている

– サイト内を検索エンジンで検索できるようにしておけばそ
のサイトのヘビーユーザには喜ばれるかもしれない

<link rel="search"
type="application/opensearchdescription+xml"
title="searchTitle"
href="pluginURL">
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検索エンジンのリスト

• 既存の検索エンジンの他に自動で追加可能なエン
ジンがメニューに追加される
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ライブタイトル

• ライブタイトルとは、ユーザのブックマークのタイトル
を動的に変更できる機能

– 左が通常のブックマーク

– 右がライブタイトルを利用したブックマーク
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ライブタイトルの特徴

• タイトルの内容はジェネレータと呼ばれるXMLファイ
ルでXSLTを利用してブックマークされたWebページ
の内容から生成される

• ブックマークのタイトルという、ブラウザのユーザイ
ンターフェースの一部を変更できるという画期的な
機能

• RSSよりも目立つ更新情報のアピールが可能だが
RSSほど詳細な内容は露出できない
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ライブタイトルの利用方法(ユーザ)

• ブックマークの登録時に通常のタイトルを利用する
か、ライブタイトルを利用するかはユーザが選択で
きるため、迷惑な機能ではない
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ライブタイトルの作り方

• XMLでジェネレータを作成

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<generator xmlns="http://www.mozilla.org/microsummaries/0.1"

name="title of webpage">
<template>
<transform xmlns="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" 

version="1.0">
<output method="text"/>
<template match="/" xmlns:x="http://www.w3.org/1999/xhtml">
<text>もずはっく:</text>
<value-of

select='/x:html/x:head/x:meta[@name="latest-summary"][1]/@content'/>
</template>

</transform>
</template>
<pages>
<include>http://(www¥.)?d-

toybox¥.com/studio/weblog/show¥.php</include>
</pages>

</generator>
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ライブタイトルにリンクする

• ブックマークされるページからlink要素でジェネレー
タをリンクしておく

<link rel="microsummary"
href="msgenerator.xml"/>
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Firefox3 最新情報

• 現在もアルファ版を鋭意開発中

• Firefox1.5のTrunkでの開発終了と同時にFirefox3
の開発が開始されているので、既に一年以上開発
が進んでいる
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Firefox3 最新情報

• ユーザインターフェース等のフロントエンド部分の
開発計画は現在もディスカッション中だが、バック
エンドであるGeckoは大きく変更されることが決定し
ていて、実際に作業中

• Gecko1.9はGecko1.0(Mozilla1.0)以来、初めての大
がかりな修正が行われる
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Gecko1.9の開発の概要

• Gfxと呼ばれるグラフィックの描画部分のコードを
オープンソースのライブラリのcairoベースのものに
丸ごと置き換える

– より高度な描画を行えるようにする
• 半透明色のサポート(CSS3 color module)

• Complex script(RTLテキストや南アジアの言語)のレンダリング
の”まともな”レベルでのサポート

• 合字(リガチャ)の本格的なサポート

– よりシンプルなコードにする
• 他のプラットフォームへの移植を容易にする

• バグが発生するリスクをコードをシンプルにすることで実現でき
る
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Gecko1.9の開発の概要

• 半透明色のサポートの例

• 合字(リガチャ)のサポートの例
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Gecko1.9の開発の概要

• レイアウトコードのリファクタリング

– CSSのボックスモデルに基づいたボックスの配置や、テ
キスト等の配置を行っているのがレイアウトコード

– クロスプラットフォームなコード

– CSS2.1のサポートのために、現在の設計では修正困難
なバグが増えてきているので、その問題を一掃するため
に大規模な設計変更が必要

– Trunkとは別の作業用のBranch(REFLOW_BRANCH)でコ
アメンバーが少人数で作業を続けている

– このコードに大修正を入れるということは事実上、新しい
レンダリングエンジンが誕生するようなものである
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Gecko1.9で修正予定の国際化問題

• IMEの管理を大幅に改善し、Windows/Linux/Macで
はエディタ (フォーム要素)以外でIMEを無効にする
ことでアクセスキーやショートカットキーに関する問
題を修正予定

• 一部の背景色等と相性の悪かったIMEの未確定文
字列のレンダリングを改善

• URLの折り返し問題をUnicodeの仕様に基づき改善
予定

• 日本語テキスト内の無駄な空白が削除されずに圧
縮されたままになる問題の解決
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最後に

• Webコンテンツの作者の方は

– Firefox3 beta1以降のテストリリースでも表示確認を
行った方が作業が楽かも

• テストリリースで表示が変わってもバグなのか、仕様なのか
の判断にはWeb標準仕様の厳密な知識が必要

• Firefox2環境と併存させるためにprofileに関する知識が必要
(我々もこれに関するドキュメント整備が必要)

– 原則としてFirefox3 RC1がリリースされると、表示はそ
れ以降、大幅な変更は無いので実作業にとりかかるな
らこのタイミングが良いかも

• ただし大きな変更でも重大な問題であればRC以降に入る可
能性は否定はできないので、作業に入る場合は情報収集が
必須
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Web のために….、ユーザのために….

mozilla

office@mozilla-japan.org


